
富山高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 化学工学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0130 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 物質化学工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材
担当教員 峰本 康正
到達目標
１）吸着平衡における吸着等温式を導き、それらに使用されている定数を求める。
２）拡散方程式を導き、温度分布を計算する。
３）平衡状態での分配係数を理解し、それを分配平衡を利用した連続的な分離操作へと発展させる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 実データから吸着平衡における吸
着式から平衡定数を導ける。

吸着平衡における吸着式から平衡
定数を導ける。

吸着平衡における吸着式から平衡
定数を導けない。

評価項目2 無限平板、無限円柱での拡散方程
式を導くことができる。

無限平板での拡散方程式を導くこ
とができる。

無限平板での拡散方程式を導くこ
とができない。

評価項目3 クロマトグラムでの分離における
物質の分布を計算できる。

分配を連続的に行ったときの物質
の分布を計算できる。

分配を連続的に行ったときの物質
の分布を計算できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-2
JABEE 1(2)(d)(1) JABEE 1(2)(d)(2) JABEE 2.1(1)
ディプロマポリシー 1 ディプロマポリシー 2 ディプロマポリシー 3
教育方法等

概要
定常、非定常の概念を理解するとともに、非定常での現象を変化を数式で表す。
定常状態から分配係数を定義し、連続的な分離操作の計算を行う。
熱流束の概念を用いて、熱伝導方程式を導き、その方程式を解くことで温度分布を求める。
この授業は、担当教員の実務経験を生かした化学工学の関係する事項について、講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 講義と演習

注意点

法則などを暗記するのではなく、それ自体の導出過程を理解することが望まれる。化学反応速度式や熱伝導方程式など
の微分方程式は必ず自分で解くこと。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要である。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

追試験を受けることになった場合、その試験内容は授業内容に沿うものとする。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 吸着

異相間の吸着のタイプを分類する。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

2週 吸着

ヘンリーの法則を用いて吸着量を計算する。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

3週 吸着

Langmuir型の吸着式を導出するとともに、この吸着式
に用いる定数を計算する。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

4週 吸着

BET吸着式を導出するとともに、この吸着式に用いる
定数を計算する。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

5週 物質移動

物質移動を分類する。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

6週 物質移動

拡散による物質移動における流束を求められる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。



7週 物質移動

拡散方程式を導くことができる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

8週 物質移動

拡散方程式における初期条件、境界条件を導出できる
。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

2ndQ

9週 物質移動

拡散方程式を解くことができる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

10週 物質移動

化学反応を伴う拡散方程式を導くことができる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

11週 分離

2相分配による分離を理解し、分配係数を求められる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

12週 分離

連続的な分配操作について、物質収支より収支式を導
出できる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

13週 分離

連続的な分配操作における収支式に分配係数を導入で
きる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

14週 分離

分離における物質の分布より理論段数が計算できる。
学修単位のため、60時間相当の授業外学習が必要であ
る。
　授業外学習・事前：授業内容を予習しておく。
　授業外学習・事後：授業内容に関する課題を解く。

15週 期末試験
16週 総説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 20 20
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 20 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


